
ゆのまえ 議会だより

今号のイラスト

秋風が吹くポスター掲示板において、
閑古鳥（カッコウ）がメジロ（町の鳥）
の横で鳴いている“静かで寂しい”様子
です。今回の町議会議員の選挙は、定数
１０人に対して立候補者１０人の「無投票」
でした。さて、他の町村ではどのような動き
があるのでしょうか。
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P9   本会議　新体制での会議始まる
P12  一般質問　３人が執行部の考えを質す

P16  議員派遣　読まれる議会だよりを目指して
P18  議会の窓　充実してきた森づくり活動

P19  一部事務組合　消防指令センターを一本化
P20  住民の声　新人議員の紹介

「住民に見える議会」
「住民が参加しやすい議会」   

「議会力・議員力の向上」を実現する     49No.
令和7年

2月1日発行

無投票をみんなで考えよう
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人口と議員定数の相関図

人口（人） 議員定数（人）

広がる無投票の波
町長選に続き町議選にも

令和６年１１月１７日執行の湯前町議会議員選挙は、１１月１２日に告示されました。その結果、
届出のあった候補者が議員定数（１０人）を超えなかったため、公職選挙法第１００条４項の規定に
基づき「無投票」になりました。町制施行以来、初めての出来事でした。なお湯前町長選挙では、４
期連続で「無投票」による当選が決まっています。

町議会の歴史と議員定数の推移

Ｓ１２（１９３７） 町制施行

Ｒ６（２０２４） 無投票

Ｓ５８（１９８３） 定数１４

Ｈ１６（２００４） 定数１１

Ｈ２４（２０１２） 定数１０

Ｓ２２（１９４７） 定数２２

Ｓ３８（１９６３） 定数１８

Ｓ４６（１９７１） 定数１６

地方議会始まる（地方自治法公布）

議会解散（Ｈ１２選挙）
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議員定数の検討経緯
　令和４年１１月、町民の有志団体から議会に対し、議員定数の削減を求める要望書が提出されまし
た。これを受けて、議会では特別委員会を設置し、定数削減に関する調査や議論を行いました。その
際は「今の仕事に対して１０人が適切」とする意見が多く、定数削減は見送りました。
　
全国町村議会「無投票」の状況
　無投票の傾向は、全国的な傾向になっています。今後、町村議会の３分の１以上が無投票になる可
能性があります。

期　間 町村数 ( 全９２６) 割　合 備　考
平成 27 年５月～平成 31 年４月 ２０４ ２１．９％
令和元年５月～令和５年４月 ２５４ ２７．４％
令和５年５月～令和９年４月 ３１６ ３４．１％ 予想値
［データ：町村議会議員のなり手不足対策検討会資料（令和６年３月）より引用］

熊本県町村議会「無投票」の状況
（直近の選挙で「無投票」の町村議会）

町村議会 有権者数 ( 人 ) 定数 ( 人 ) 改選時期
大 津 町 ２万７５５７　 １６ 令和３年 １ 月
益 城 町 ２万７２５５　 １８ 令和５年 ４ 月
御 船 町 １万４１６３　 １４ 令和５年 ４ 月
あ さ ぎ り 町 １万１９１７　 １４ 令和６年 ４ 月
甲 佐 町 ８６４８　 １１ 令和６年 ２ 月
津 奈 木 町 ３７４８　 １０ 令和５年 ４ 月
南 小 国 町 ３２２０　 ９ 令和５年 ４ 月
湯 前 町 ３０３０　 １０ 令和６年１１月
産 山 村 １１７９　 ８ 令和５年 ４ 月

※�平成２５年以降で「無投票」を経験している町村議会（上記以外） ： 玉東町、長洲町、氷川町、水上村、五木村、苓北町

無投票を受けての対応
　湯前町の人口は、２５年前に約５０００人でしたが、令和６年１２月末時点で３４４５人と３割以
上減少しています。町では、漫画を活用したまちづくりの継続や、令和８年度のくま川鉄道全線開通
に合わせた湯前駅周辺の再開発などで、若い世代の定着や関係人口の増加を目指しています。
　議会の仕事は、「多様化する行政事務の監視」、「町や議会の課題解決」など、議員１０人で担って
います。また「無投票を受けての対応策」も講じていかなければなりません。

町や議会の課題解決
無投票を受けての対応策 など

多様化する行政事務の監視
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町議会の
新体制決まる
議長に金子議員を再選

11
月
22
日
の
議
員
懇
談
会
で

各
議
員
の
希
望
を
把
握
し
、

11
月
26
日
の
臨
時
会
で
議
会

構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。議

長
、副
議
長
、常
任
委
員
、議

会
運
営
委
員
、一部
事
務
組
合

議
員
な
ど
を
選
出
し
ま
し
た
。

議 

長

副
議
長

　

投
票
の
結
果
、
７
票
を
獲
得
し
た

金
子
議
員
が
第
31
代
議
長
に
就
任
し

ま
し
た
。

金
子  

光
喜　
議
長

　

投
票
の
結
果
、
７
票
を
獲
得
し
た

椎
葉
議
員
が
副
議
長
に
就
任
し
ま
し

た
。

椎
葉  

弘
樹　
副
議
長

議
長
の
サ
ポ
ー
ト
は
元
よ
り
、

議
会
や
議
員
の
サ
ポ
ー
ト
に
も

積
極
果
敢
に
取
り
組
み
ま
す
。

議
会
は
、
町
民
が
町
政
に
関
わ
る

窓
口
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

昨
年
、
懸
案
で
あ
っ
た
議
会
基
本

条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。
新
体
制

の
議
会
で
は
、
町
発
展
の
た
め
に

新
た
な
気
持
ち
で
努
力
し
て
い
き

ま
す
。

常任委員の選任
名　称 委員長 副委員長 委　員

総務厚生文教常任委員会 遠坂  道太 田山  幸平 山下　  力 金子  光喜 森山　  宏

企画経済建設常任委員会 西　  靖邦 吉田  精二 倉本　  豊 味岡　  恭 椎葉  弘樹

広報常任委員会 田山  幸平 椎葉  弘樹 遠坂  道太 西　  靖邦 吉田  精二
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企
画
経
済
建
設
常
任
委
員
会

　
広
報
常
任
委
員
会

　
議
会
運
営
委
員
会

一部事務組合

総
務
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

西  
靖
邦
　
委
員
長

田
山  

幸
平
　
委
員
長

倉
本  

豊
　
委
員
長

遠
坂  

道
太
　
委
員
長

人吉球磨広域行政組合議会 遠坂　道太 田山　幸平

公立多良木病院企業団議員 西　　靖邦 吉田　精二

上球磨消防組合議員 倉本　　豊 －

委 員 長 倉本　　豊

副委員長 遠坂　道太

委　　員

椎葉　弘樹

西　　靖邦

田山　幸平

地
域
の
発
展
と
暮
ら
し
の
向
上
に

向
け
て
、
皆
さ
ま
の
声
に
耳
を
傾

け
な
が
ら
、
誠
心
誠
意
全
力
で
取

り
組
み
ま
す
。

若
者
な
ら
で
は
の
視
点
や
感
覚

を
も
っ
て
、
皆
さ
ま
に
伝
わ
る

広
報
活
動
を
目
指
し
ま
す
。

公
平
・
公
正
な
議
会
運
営

に
努
め
ま
す
。

町
民
が
安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る
町

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。
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第８回子ども議会
中学生が考える町の課題

班ごとに学習成果を発表
湯前町の子ども議会が１０月１日に町議会議場で開かれました。中学３年生が議員の立場で、
班ごとにテーマを定めて質問しました。

　町では、平成２９年度から子ども議会を開いており、今回で８回目となりました。これまでいろいろ
な「まちづくり提案」が示され、事業化されたものもあります。
　町執行部からは、長谷町長や中村教育長、各課の課長らが出席し、金子議長が議事を進行しました。
　中学生と大人が真剣に向き合う子ども議会が、本町の特色です。子ども議員は、大人の議会と同じ
方法で発言し、議員や教職員、保護者が傍聴しました。
　閉会後、酒井勇一校長は「議場で貴重な経験ができたことは喜ばしい。生徒は政治に対して大きな
関心を持つことができた。質問・提案した議題が 1 つでも実現されればと思う。執行部や町議員の皆
さんには、いろいろな議題を討論してもらい、安全・安心な生活を実現してほしい」と述べられました。

一般質問を終えた子ども議員ら

班 質問項目 質問内容

Ａ 定期券料の補助 ①定期券料補助「３分の１」の根拠を知りたい。
②定期券料補助を全額補助にできないか。

Ｂ 空き家の有効活用 ①空き家の所有者へどのような指導、助言をしているのか。
②空き家の有効活用として、町はどのような案があるのか。

Ｃ 遊び場の確保 ①スケートボード施設を整備してはどうか。
Ｄ ハラスメント対策 ①ハラスメント対策について、町の対応策や予防策を知りたい。

Ｅ 教育設備の整備
①冷水機を増設してほしい。
②特別教室にエアコンを設置してほしい。
③中学校用のプロジェクターを整備してほしい。
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子ども議会の取り組みが、総務
省のページで紹介されています。
２月７日に行われる全国規模の
主権者教育キャラバンで、取り
組み団体を代表して、本町の担
当者が説明を行う予定です。

昨年の子ども議会で提
案した「イラストで虫
歯予防を啓発するアイ
デア」が、町の施策に
採用されました。
［記事：読売新聞］

子
ど
も
議
会

　 
振
り
返
り
フ
ォ
ト
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町議会だより初の特選
熊本県町村議会広報コンクール

これまでの継続実る
熊本県町村議会議長会（会長＝上田孝・美里町議会議長）は、11月６日に益城町のグランメッセ熊本
で第１７回町村議会広報コンクールを開催しました。最優秀賞の特選（グランプリ）には、湯前町議会
が選ばれました。

　このコンクールは２年に１度開かれ、県下３１の町村議会が応募しました。コンクールの審査委員
は、議会広報ファシリテーターの越地真一郎氏（審査委員長）、坂本ミオ氏（ＣＳプランニング取締役）、
木村彰宏氏（元熊日新聞編集委員）が務めました。審査は、①内容、②見やすさ、③記事・見出しの３
項目で行われ、湯前町が特選、大津町と御船町が入選、高森町が特別賞となりました。
　当日は、約１５０人の議員や議会事務局職員らが参加し、審査員はそれぞれの表彰作品を講評しま
した。本町議会の広報紙は、「全体のレイアウトがすっきりしている。駅周辺整備に真剣に向き合う
議会の姿勢が伝わる」などが評価されました。

特　選 湯前町

入　選
大津町

御船町

特別賞 高森町

定例会前に金子議長から表彰状の伝達を受ける当時の広報常任委員会メンバー
(前列：森山(前委員長)　後列：左から西、椎葉、遠坂、吉田)
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本会議

本
会
議

新
体
制
で
の
会
議
始
ま
る

主
な
補
正
は
夏
目
友
人
帳
関
連

12
月
定
例
会
は
、
13
日
か
ら
17
日
ま
で
５
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し

た
。
主
な
補
正
予
算
は
、
夏
目
友
人
帳
の
企
画
展
関
連
で
し
た
。
議
員

３
人
が
一
般
質
問
を
行
い
、
令
和
６
年
度
補
正
予
算
や
条
例
改
正
な
ど

を
審
議
し
ま
し
た
。
ま
た
、
10
月
28
日
と
11
月
26
日
に
臨
時
議
会
を
開

い
て
い
ま
す
。
田
山
議
員
を
議
席
１
番
に
指
定
し
、
新
た
な
体
制
で
の

本
会
議
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

補
正
予
算

美
術
館
観
覧
料 ２

３
５
万
円

　
「
夏
目
友
人
帳
」15
周
年
記
念
展

の
観
覧
料
で
す
。

　

当
初
は
、
２
５
０
０
人（
大
人

１
５
０
０
人
、
子
ど
も
１
０
０
０

人
）の
来
場
を
見
込
ん
で
い
ま
し

た
が
、特
別
展
が
大
好
評
の
た
め
、

美
術
館
の
観
覧
料
を
増
額
し
て
い

ま
す
。

　
12
月
12
日
時
点
で
５
０
０
０
人

を
超
え
て
い
ま
す
。

美
術
館
特
別
展
事
業
委
託

料　
　
　

   

４
７
０
万
円

　
湯
前
町
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
作
成

す
る
記
念
グ
ッ
ズ
の
委
託
料
で
す
。

　
「
夏
目
友
人
帳
」15
周
年
記
念
展

で
販
売
中
の
ト
ー
ト
バ
ッ
ク
が
売

れ
行
き
好
調
な
た
め
、
１
０
０
０

枚
を
追
加
注
文
し
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
以
降
の
販
売
用
と

し
て
多
め
に
作
成
し
ま
す
。

夏
目
友
人
帳
記
念
展
で
集
客
を
見
込
む

特
別
展
グ
ッ
ズ
販
売
料
（
歳
入
）      

　
　
　
３
５
０
万
円

　
「
夏
目
友
人
帳
」
15
周
年
記
念
展
で
作
成
し
た

グ
ッ
ズ
販
売
の
収
入
で
す
。

　
販
売
料
は
予
測
が
難
し
い
た
め
、
令
和
６
年
度

の
見
込
み
分
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

「夏目友人帳」記念グッズの一部
( トートバッグ、クリアファイル、ミニタペストリー )
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湯
前
町
立
学
校
の
体
育
館

使
用
条
例
の
改
正

（
小
学
校
体
育
館
の
冷
暖
房
使
用

料
）

　
町
の
指
定
避
難
所
に
な
っ
て
い

る
湯
前
小
学
校
体
育
館
に
、
空
調

設
備
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
の
た

め
、
一
般
使
用
時
の
使
用
料
に
冷

暖
房
費
を
追
加
し
ま
し
た
。

　
全
面
使
用
時
の
料
金
は
、
１
時

間
当
た
り
１
５
０
０
円
で
す
。
議

員
か
ら
町
民
使
用
時
の
減
免
措
置

の
質
疑
が
あ
り
、
今
後
の
課
題
と

す
る
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

本会議本会議

学
校
関
連
の
債
務
負
担

行
為

令
和
７
年
度
分
事
業
の

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

◎�

外
国
語
指
導
助
手（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）委

託
事
業　
６
０
０
万
円

◎�

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
業
務

委
託
事
業　
２
２
０
０
万
円

教えて　ゆっくん
債務負担行為って何？
将来の支出を約束する行為で、次年度
以降の経費支出（債務）を義務づける契
約を締結することだよ。
地方公共団体が建設工事を施工した
り、土地を購入したりする場合などに
用いられるのだ。
予算の内容の一部として、議会の議決
を経て設定され、歳入歳出予算に計上
されるよ。

高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン

タ
ー
機
械
室
浴
槽
系
統
修

繕
料　
　
　
１
０
０
万
円

　

改
修
工
事
後
に
見
つ
か
っ
た

修
繕
箇
所（
サ
ー
モ
ス
タ
ッ
ト
や

オ
ー
バ
ー
弁
の
取
り
換
え
な
ど
）

の
修
繕
料
を
計
上
し
ま
し
た
。

地
方
バ
ス
運
行
等
特
別
対

策
補
助
金85

万
７
０
０
０
円

　
燃
料
費
と
人
件
費
の
高
騰
分
な

ど
を
増
額
し
ま
し
た
。

　
財
源
は
、
国
の
特
別
交
付
金
を

充
当
し
ま
す
。

条
例
改
正

そ
の
他
の
議
案

工
事
請
負
契
約
の
締
結

湯
前
駅
レ
ー
ル
ウ
イ
ン
グ

複
合
施
設
再
整
備
工
事

　
契
約
の
方
法
は
、
条
件
付
き
一

般
競
争
入
札
、
契
約
の
金
額
は

３
億
５
４
２
０
万
円
、
契
約
の
相

手
方
は
「
味
岡
・
高
木
特
定
建
設

工
事
共
同
企
業
体
」
で
す
。

︿
整
備
工
事
の
概
要
﹀

◎
大
屋
根
の
新
設

　

�

天
候
に
左
右
さ
れ
な
い
イ
ベ
ン

ト
広
場
を
構
築
し
ま
す
。
建
物

の
構
造
は
鉄
骨
造
り
で
、
建
築

面
積
は
４
３
４
㎡
で
す
。

◎�

更
衣
室
な
ど
を
備
え
た
付
属
棟

の
新
築

　

�

建
物
の
構
造
は
木
造
造
り
で
、

建
築
面
積
は
約
１
３
２
㎡
で

す
。

◎
老
朽
化
し
た
床
の
改
修

　

�

耐
久
性
に
強
い
人
工
木
、
一
部

を
木
目
調
の
タ
イ
ル
を
採
用
し

て
改
修
し
ま
す
。

工
事
が
始
ま
っ
た
湯
前
駅
レ
ー
ル
ウ

イ
ン
グ（
１
月
10
日
撮
影
）

壁
に
設
置
さ
れ
た
空
調
設
備
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本会議

教
え
て　
ゆ
っ
く
ん

監
査
委
員
っ
て
何
？

定
例
監
査
や
行
政
監
査
、
毎
月
の

出
納
検
査
や
決
算
な
ど
の
経
常
的

審
査
の
ほ
か
、
住
民
か
ら
の
請
求

に
よ
る
監
査
な
ど
を
行
う
の
だ
。

地
方
自
治
法
に
基
づ
き
設
置
さ
れ

る
独
立
し
た
執
行
機
関
で
、
首
長

が
議
会
の
同
意
を
得
て
選
任
す
る

の
だ
。

任
期
は
、
識
見
を
有
す
る
者
の
う

ち
か
ら
選
任
さ
れ
る
者(

識
見
委

員)

は
４
年
、
議
員
の
う
ち
か
ら
選

任
さ
れ
る
者(

議
選
委
員)

は
、
議

員
の
任
期
に
よ
る
の
だ
。

議　　　　案

田
山　

幸
平

吉
田　

精
二

西　
　

靖
邦

遠
坂　

道
太

椎
葉　

弘
樹

森
山　
　

宏

味
岡　
　

恭

倉
本　
　

豊

山
下　
　

力

金
子　

光
喜

審議結果
（賛成：反対）

１０月・１１月臨時会　議案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（９ : ０）

１２月定例会　議案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
※ － 可決（８ : ０）

○：賛成　×：反対(今回なし)　－：採決なし（議長は採決に加わりません）
※：病休欠席

議案審議の賛否一覧   ［１３件（１０月～１２月）］

湯
前
町
監
査
委
員
の

選
任

吉
田
議
員
を
再
選

　
湯
前
町
監
査
委
員
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
長
谷
町
長
か
ら
𠮷
塚
智

洋
氏（
識
見
委
員
）、
吉
田
精
二
氏

（
議
選
委
員
）が
提
案
さ
れ
、
両
名

と
も
選
任
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

𠮷
塚
氏
は
、
神
戸
大
学
卒
業

後
、
昭
和
５
６
年
７
月
か
ら
税
務

新たに選任された𠮷塚 
代表監査委員と一緒に、
引き続き監査の仕事に
努めます。

署
で
勤
務
し
、
退
職
後
の
令
和
５

年
９
月
か
ら
人
吉
市
で
𠮷
塚
智
洋

税
理
士
事
務
所
を
開
業
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
吉
田
氏
は
、
前
回
も
議
選
監
査

委
員
を
勤
め
、
精
力
的
に
監
査
業

務
に
励
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
回
も
議
会
か
ら
の
推
薦
と
な
り

ま
し
た
。
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3人が執行部の考えを質す

　一般質問への町民の関心をより高めるた
め、ＹｏｕＴｕｂｅ動画へのアクセスランキン
グを公表します。議員のやる気につながりま
すので、ぜひ動画をご覧ください。

質問者（登壇順） 質　問　項　目 ページ

遠坂　道太 ①野良猫対策 １３

椎葉　弘樹 ①地域活動の活性化 １４

倉本　　豊 ①畜産振興
②スマート農業の取り組み １５

特別企画 一般質問のＹｏｕＴｕｂｅライブ配信
（生放送）を行っています。

◎�ＹｏｕＴｕｂｅ動画（「湯前町オフィシャル」で
　検索）

前回一般質問

ＹｏｕＴｕｂｅアクセスランキング
　一般質問は、ＹｏｕＴｕｂｅで生放送と録画
の動画配信を行っています。この動画は、パソ
コンやスマートフォン、タブレット端末から視
聴できます。

議員 9月一般質問
西　　靖邦 1082
椎葉　弘樹 845
吉田　精二 484
遠坂　道太 343

（令和６年１２月２０日時点のアクセス数）

※生配信を除いたアクセス数

一般質問一般質問

一般質問

前回一般質問のＹｏｕＴｕｂｅサムネイル
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一般質問

野
良
猫
対
策

野
良
猫
の
繁
殖
を
抑
制
す
る

仕
組
み
を
協
議
す
る

問答
議
員
　
望
ま
れ
ず
に
生
ま
れ
て
く

る
不
幸
な
猫
た
ち
を
減
ら
す
た
め

に
、
不
妊
・
去
勢
手
術
費
用
の
一

部
の
助
成
を
実
施
す
る
考
え
は
な

い
か
。

課
長　
猫
に
よ
る
苦
情
は
、
庭
や

住
宅
へ
の
侵
入
、
花
壇
や
庭
、
畑

な
ど
へ
の
ふ
ん
尿
、
そ
れ
に
伴
う

悪
臭
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

現
在
、
町
の
野
良
猫
対
策
と
し
て

は
、
旬
報
に
お
い
て
、「
飼
い
猫

以
外
に
餌
を
与
え
な
い
で
く
だ
さ

い
」と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
記
事
を

掲
載
し
て
い
る
。

　
地
域
猫
活
動
支
援
事
業
に
よ
る

避
妊
、去
勢
手
術
の
補
助
事
業
を
、

旬
報
で
周
知
し
て
き
た
。
野
良
猫

や
外
飼
い
猫
へ
の
餌
や
り
は
、
担

当
職
員
、
人
吉
保
健
所
と
一
緒
に

行
政
指
導
も
行
っ
て
い
る
。

　
熊
本
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
が

実
施
し
て
い
る「
飼
い
主
の
い
な

い
猫
の
避
妊
・
去
勢
手
術
が
無
料

で
で
き
る
事
業
」を
第
一
選
択
肢

と
し
て
周
知
し
て
い
く
。
他
の
自

治
体
の
避
妊
・
去
勢
手
術
費
用
に

対
す
る
補
助
事
業
や
、
公
益
財
団

法
人
動
物
基
金
が
実
施
し
て
い
る

さ
く
ら
猫
無
料
不
妊
手
術
事
業
な

ど
を
調
査
し
て
、
湯
前
町
に
お
け

る
施
策
を
検
討
す
る
。

町
長　

総
合
計
画
に
お
い
て
、

「
ず
っ
と
住
み
続
け
ら
れ
る
安
ら

ぎ
の
住
環
境
づ
く
り
」の
基
本
方

針
の
一
つ
と
し
て
揚
げ
て
お
り
、

環
境
衛
生
の
具
体
的
な
施
策
と
い

う
こ
と
で
、
ペ
ッ
ト
の
適
正
飼
育

の
推
進
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
て

遠坂 道太 議員

質問の様子は
こちら

い
る
。

　

飼
い
主
が
、
ペ
ッ
ト
と
し
て

飼
っ
て
い
る
猫
や
犬
を
、
責
任
を

持
っ
て
飼
育
す
る
こ
と
が
大
事
で

あ
る
。
放
し
飼
い
や
野
良
猫
に
し

て
し
ま
っ
た
こ
と
が
問
題
の
原
因

で
は
な
い
か
。
こ
の
原
因
を
解
決

す
る
こ
と
が
行
政
の
コ
ス
ト
の
削

減
に
繋
が
っ
て
く
る
。
町
民
の
生

活
環
境
の
保
持
が
重
要
な
施
策
だ

と
思
っ
て
い
る
。

　
ペ
ッ
ト
の
適
正
飼
育
を
推
進
す

る
こ
と
で
、
野
良
猫
の
無
秩
序
な

繁
殖
を
抑
制
す
る
仕
組
み
を
担
当

課
と
協
議
し
て
い
く
。

ペットは、飼い主が責任
を持って飼育することが
重要ではないか。

つ ぶ
や き議員の

路
上
で
寝
そ
べ
る
野
良
猫



人口減少が続いても、地
域活動が盛んな町、地域
活動を相互に支え合う
町、地域活動を応援する
町を目指しましょう。

椎葉 弘樹 議員

質問の様子は
こちら

つ ぶ
や き議員の

アクティブチーム【県】
県内３４チーム

チームオレンジ【国】
県内１９チーム

認知症サポーター

ステップアップ講座
フォローアップ講座

これまで延べ
110０人余りが

受講
養成講座
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一般質問一般質問

地
域
活
動
の
活
性
化

新
た
な
チ
ー
ム
作
り
や
活
動

紹
介
を
進
め
た
い

問答
議
員
　
地
域
の
支
え
あ
い
活
動
を

さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
、
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
ア
ク
テ
ィ
ブ
チ
ー
ム

を
導
入
す
る
考
え
は
な
い
か
。

課
長　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
を
受
講
し
た
方
へ
の
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
講
座
や
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
講
座
は
、
高
齢
者
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画
に
記
載
し
て

い
る
が
、
具
体
的
な
講
座
は
開
催

し
て
い
な
い
。

町
長　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
ア

ク
テ
ィ
ブ
チ
ー
ム
や
チ
ー
ム
オ
レ

ン
ジ
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
が

活
躍
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
の
必
要
な
組
織
。
現

在
、
上
球
磨
３
町
村
と
上
球
磨
地

域
の
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
、
令

和
７
年
度
中
に
チ
ー
ム
の
設
置
を

検
討
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の

で
、
担
当
課
や
関
係
団
体
な
ど
と

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
が
活
躍
で
き
る
環
境

整
備
を
支
援
し
て
い
け
ば
と
考
え

て
い
る
。

課
長　

ま
ず
は
チ
ー
ム
オ
レ
ン

ジ
を
作
っ
て
、
県
の
ア
ク
テ
ィ

ブ
チ
ー
ム
に
も
認
定
を
受
け
た

い
。
毎
週
木
曜
日
に
保
健
セ
ン

タ
ー
で
木
楽
話
笑
の
会
と
い
う
集

ま
り
を
し
て
お
り
、
そ
こ
を
今
年

度
か
ら
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
に
位
置

付
け
て
、
認
知
症
の
方
や
支
援
す

る
方
な
ど
、
誰
で
も
来
ら
れ
る
場

所
に
し
て
い
る
が
、
今
後
も
周
知

し
て
い
き
た
い
。
新
た
に
チ
ー
ム

オ
レ
ン
ジ
を
作
る
の
は
な
か
な
か

難
し
い
た
め
、
例
え
ば
、
民
生
児

童
委
員
協
議
会
や
シ
ル
バ
ー
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
既
存
の
団
体
に
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
を
受
け
て
い

た
だ
き
、
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
や
ア

ク
テ
ィ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー
を
作
る
方

向
で
考
え
て
い
る
。

議
員
　
地
域
活
動
を
さ
ら
に
活
性

化
す
る
た
め
、
団
体
や
サ
ー
ク
ル

の
情
報
を
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
で

紹
介
す
る
考
え
は
な
い
か
。

課
長　
地
域
活
動
の
情
報
は
、
旬

報
や
広
報
、
回
覧
な
ど
で
も
紹
介

し
て
い
る
が
、
各
団
体
や
サ
ー
ク

ル
に
特
化
し
た
情
報
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
冊
子
な
ど
で
は
紹
介
し

て
い
な
い
。

町
長　
団
体
な
ど
の
紹
介
は
、
本

町
の
総
合
計
画
に
も
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
の
で
、
見
え
る
化
の
検
討

を
前
向
き
に
進
め
て
い
き
た
い
。

地域活動の相互交流 横のつながり

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

紹介

住 民

協力

地域活動

生涯学習 ※15講座

ガイドブック・HP
など→

趣
味
サ
ー
ク
ル
な
ど 

社
会
体
育（
ス
ポ
ー
ツ
）

文
化
・
教
育

※

個
人
を
含
め

　
　10
団
体
以
上

※

15
種
目

　
情
報
提
供
は
、
継
続
し
て
更
新

す
る
部
分
も
あ
る
た
め
、
担
当
課

で
し
っ
か
り
対
応
し
て
い
き
た

い
。



畜産農家の減少への
対策や、スマート農
業の支援制度や実証
実験を推進していた
だきたい。

つ ぶ
や き

問

答

スマート農業
の取り組み
支援制度など
を検討する

議
員
　
畜
産
農
家
の
減
少
に
よ

り
、
農
地
が
返
還
さ
れ
る
ケ
ー
ス

が
多
く
な
る
と 

想
定
さ
れ
る
が
、

そ
の
対
策
を
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

課
長　
畜
産
農
家
の
高
齢
化
や
飼

料
価
格
の
高
騰
に
よ
る
経
営
の
悪

化
に
よ
っ
て
、
借
入
地
が
返
還
さ

れ
る
こ
と
は
大
変
危
惧
し
て
お

り
、
農
林
振
興
課
で
も
対
応
の
必

要
性
を
認
識
し
て
い
る
。
町
内
を

７
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
、
地
域
の

話
し
合
い
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ

で
、
今
後
も
座
談
会
方
式
の
地
域

の
話
し
合
い
を
継
続
し
て
い
く
。

町
長　
湯
前
町
農
業
公
社
が
リ
ス

タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
で
、
返
還
さ

れ
た
農
地
の
一
部
を
利
活
用
で
き

る
よ
う
に
、
早
め
に
体
制
を
整
備

し
た
い
。

議
員
　
減
少
の
要
因
の
一
つ
と
し

て
、
飼
料
作
の
鳥
獣
被
害
が
考
え

ら
れ
る
が
、
そ
の
対
策
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

課
長　
国
の
鳥
獣
被
害
防
止
総
合

対
策
支
援
事
業
を
活
用
し
て
の

フ
ェ
ン
ス
な
ど
を
追
加
設
置
す
る

こ
と
は
可
能
と
考
え
る
。
町
の
協

議
会
の
中
で
、
し
っ
か
り
と
事
業

の
活
用
場
所
を
掘
り
起
こ
し
、
被

害
状
況
の
把
握
、
す
み
か
と
な
っ

て
い
る
原
因
な
ど
を
調
査
し
な
が

ら
、
国
の
対
策
事
業
を
活
用
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
農
地
の
耕
作
者
と
所
有
者
を
集

め
た
説
明
会
を
行
う
な
ど
に
よ

り
、
鳥
獣
対
策
の
方
法
も
み
ん
な

で
一
緒
に
考
え
て
い
く
べ
き
と
考

え
る
。
必
要
で
あ
れ
ば
、
熊
本
県

の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
の
事
業
も

活
用
で
き
る
。

議員の
スマート農業の事例

マ
ー
ト
農
業
の
可
能
性
を
調
査
検

討
す
る
。
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一般質問

畜
産
振
興

地
域
の
話
合
い
な
ど
を

継
続
し
て
い
く

問答

倉本  豊 議員

質問の様子は
こちら

議
員
　
町
長
が
考
え
る
ス
マ
ー
ト

農
業
の
取
り
組
み
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。
ま
た
、将
来
、ス
マ
ー

ト
農
業
を
導
入
・
推
進
し
て
い
く

考
え
は
な
い
か
。

町
長　
農
家
人
口
や
担
い
手
農
家

が
減
っ
て
い
る
中
で
、
生
産
規
模

の
拡
大
や
、
作
業
の
機
械
化
、
生

産
設
備
の
導
入
や
更
新
を
支
援
す

る
た
め
に
、
補
助
事
業
へ
の
取
り

組
み
や
既
存
の
町
独
自
の
支
援
制

度
の
拡
充
な
ど
を
検
討
す
る
と
と

も
に
、
本
町
農
業
に
お
け
る
Ａ
Ｉ

な
ど
の
最
新
技
術
を
活
用
す
る
ス

教
え
て　
ゆ
っ
く
ん

ス
マ
ー
ト
農
業
っ
て
何
？

ロ
ボ
ッ
ト
技
術
や
情
報
通
信
技

術
な
ど
の
先
端
技
術
を
活
用
し

て
、
省
力
化
や
高
品
質
な
生
産

な
ど
を
可
能
に
す
る
農
業
技
術

の
総
称
だ
よ
。
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議員派遣議員派遣

議員派遣

研修資料や議員報告
書は、議会図書室に
ありますので、住民
の皆さまもご覧いた
だけます！

全国トップレベルの広報紙から学ぶ

読まれる議会だよりを目指して
全国町村議会広報研修会

　令和６年９月２５日（水）　東京都 ニッショーホール

演　題 講　師

読まれる議会広報誌の作り方 （一社）日本経営協会　元・小玉市職員
　中本 正樹　氏

パッと伝わる広報誌に！
　～やってはいけないデザイン講座～　

（公社）日本公報協会広報アドバイザー
　グラフィックデザイナー　平本 久美子　氏

読まれない議会だよりに出す意味なし
　～聴く・動く寄居町議会の挑戦～　　

埼玉県寄居町議会公報広聴特別委員会
　委員長　鈴木 詠子　氏
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議員派遣

住民の期待に応える学び
町村議会広報研修会

　令和６年１１月６日 ( 水 )　 グランメッセ熊本　２階　コンベンションホール

議員のなり手不足
町村議会議員研修会

　令和６年１０月９日 ( 水 )　湯前町役場応接室　※オンライン形式

湯前町のパネリストは椎葉議員が対応しました。（写真 左から３番目）

テーマ 住民の期待に
応えているか !!

ファシリテーター 熊本大学客員教授
超地 真一郎　氏

パネリスト

※各広報委員の
　代表者

湯前町議会
大津町議会
御船町議会
高森町議会
水上村議会

　パネルディスカッションには、各町村議会の広報担当議員や事務局職員など１５０人が出席しま
した。パネリストには、議会広報コンクールで入選した４町に水上村を加えた代表者５人が登壇し、
議会だよりの取り組みなどを紹介しました。

※議会広報コンクールの入選情報は、８ページ（特集４）を参照。

主な研修内容　　①議員のなり手不足の要因と課題
　　　　　　　　②議員報酬・定数の考え方
　　　　　　　　③議会改革の到達点

演　題 講　師

議会改革による「議員のなり手不足」打開の道
～ 「住民自治の根幹」としての議会の作動 ～

大正大学地域創生学部教授
江藤 俊昭　氏
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議会の窓一部事務組合

議会の窓

主な議会スケジュール【 12 月 21 日～３月 14 日 】　
活動內容 日程（予定） 対応者

国道219号整備促進総決起大会 １２／２１(西都市) 企画経済建設委員
球磨郡町村議会議長会正副議長会議 １２／２６ 金子、椎葉
長崎県時津町行政視察研修 １／２２ 議会運営委員
熊本県町村議会議員研修会 １／２３(オンライン) 全議員
上球磨町村議会広報委員研修会 １／３１ 広報委員
人吉市議会と球磨郡町村議会議員合同勉強会 ２／１９ 全議員
上球磨正副議長会議員研修会・交流会 ２／２０ 全議員
議会全員協議会 １２／２４　１／１６　２／２５ 全議員
郡議長会 １／８　２／１３ 金子
臨時会 １／２４ 全議員
本会議 ３／６～１４　定例会 全議員

　本町では平成２１年から始まったＪＴの森活動以来、くれないの森、ＪＲ九州商事の森、ダイダ
ンの森など企業との協働の森づくり活動を積極的に進めてきたところですが、新たに㈱未来工房 様
と「みらいの森」協定が結ばれました。このように企業様との森づくり活動をすることで、森林整備
事業における本町負担分の一部を企業様のＣＳＲ活動としてご支援いただいています。今回の「みら
いの森」事業費は、国庫補助金６８％、㈱未来工房 様２４．５％、湯前町６．５％の負担割合となり
ます。
　議長として森づくり活動に出席し、参加されている社員の皆さまの楽しそうな姿を見て、あらた
めて活動の重要性を感じました。また、対応に頑張ってくれている町職員や上球磨森林組合の皆さ
まに感謝するところです。

充実してきた森づくり活動議長の窓

議会事務局の窓
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上球磨消防本部
多良木町・湯前町・
水上村・あさぎり町

人吉下球磨消防本部
人吉市・錦町・五木村・
相良村・山江村・球磨村

人吉球磨消防指令センター
（上球磨消防本部内）１１９番通報

出動指令

一部事務組合

公立多良木病院企業団議会人吉球磨広域行政組合議会

上球磨消防組合議会

一部事務組合

消防指令センターを一本化
１１９番通報受付の試験運用を開始
　人吉球磨地域には人吉下球磨消防本部と上球磨消防本部の２つの消防本部があります。これまでの
１１９番通報は、それぞれの消防本部のシステムで対応していました。これらの消防指令システムを
統合し、上球磨消防本部内で「人吉球磨消防指令センター」として共同運用を試験も兼ねて開始しま
した。この共同運用の目的は、大規模・広域災害発生時に近隣消防本部の連携・対応を強化すること
や、システム維持のコストを削減することです。なお１１９番通報の方法や両本部の基本的な出動体
制は、これまで通りです。また共同運用のために、人吉下球磨消防本部からの人員を上球磨消防本部
に受け入れることになり、職員給料１０９４万円を増額補正しました。

◎試験運用開始　１２月１７日　　◎本格運用開始　令和７年４月１日

議会構成を一部変更
　湯前町議会議員の令和６年１１月改選にともない、議会構成に変更がありました。

一部事務組合 役　職 議　員

人吉球磨広域行政組合議会 新ゴミ施設建設に関する調査特別委員会 遠坂　道太
田山　幸平

公立多良木病院議会
副議長 豊永　喜一　※あさぎり町議会
議会運営委員会委員 西　　靖邦

上球磨消防組合　火災・救急関係 件数情報（４年前との比較）
令和２年 令和６年

火災 　　１４ 　　１７
救急 １５７７ １７４８
救助 　　２０ 　　２０ ＜上球磨消防議員　倉本＞



湯前町議会

湯前町議会のホームページもご覧ください。

◆広報常任委員会
　私たちが編集しました。
　委 員 長　田山　幸平
　副委員長　椎葉　弘樹　

委員　遠坂　道太
　　　吉田　精二
　　　西　　靖邦

「住民の声」のインタビューをお願いされたときは、ご協力をお願いします。☎0966-43-4132

年４回にわたりテーマを設定し、住民の皆さまからご意見をいただきます。

新人議員の紹介テーマ

漫画作品と議会のコラボ企画『議員・風刺や時代を読む』

　私は、かけがえのない故郷の湯前町が「消滅可能性自治体」として公表された
ことに強い危機感を抱いています。家族を次々と失ってきた私にとって、この町
がなくなるという概念は胸が締め付けられる思いです。
　議員となり２カ月が経過しての感想は、議会や委員会の活動を通して、予算、条
例、身の振り方など全てが新鮮で、実際の難しさやその内容に驚かされています。
政策決定や地域の課題解決は思った以上に複雑で、多様な利害関係者の意見を調整
しなければならないことにあらためて気づきました。日々、情報収集や議論を重ね
る中で、町民の皆さまの声を受け止め、それを反映させる大切さを実感しています。
　選挙の結果は「無投票」でしたが、住民の代表として精一杯努めていきたいと
強く思っています。町の誇りと魅力が後世に残る未来を共に創るために、一歩一
歩大切に進んでいきます。

新人議員の
田山 幸平です

この企画は、湯前町が取り組むマンガのまちづくりを、議会も積極的に応援する取り組みです。風刺漫画
や時代を描写した風景画は、地方議会と密接に関わっており、政治の問題や社会の動きを批評的かつ啓発
的に表現する重要な手法です。

▼ 私たちの暮らしに密接に関わる紙幣をテー
マにした風刺や、「世代交代」というタイトル
がとても印象的でした。

▼この「世代交代」には、新しい技術や知識の
導入、柔軟な対応力の向上、多様なアイデア
の取り入れなど、多くのメリットをもたらす
とされています。

▼先の湯前町議会の選挙では、「無投票」とい
う結果でしたが、ベテランから若手への「世代
交代」がありました。この「無投票」や「世代交
代」を受け入れ、議会力を高めながら次の世代
へバトンを渡していければと思
います。

(椎葉)
『世代交代　～それぞれの想い～』

竹中　美湖 （湯前小５年）

■
発
　
行
／
湯
前
町
議
会
・
広
報
常
任
委
員
会

■
発
行
日
／
令
和
７
年
２
月
1日

■
印
　
刷
／
（
有
）
ソ
ー
ゴ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス

ゆ
の
ま
え
議
会
だ
よ
り

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

フ
ォ

ン
ト

を
使

用
し

て
お

り
ま

す
。


